
別表６　人間科学部　スポーツ健康学科　

スポーツ教育・コーチングコース, 健康マネジメントコース, アスリート養成コース

専門教育科目（その１）

専攻 免許

前
期

後
期

前
期

後
期

前
期

後
期

前
期

後
期

健康科学基礎論 2 2

スポーツ学基礎論 2 2 ◎

人間科学基礎演習 2 2

運動学概論 2  2 ● ◎ ※1

柔道整復学概論 2 2 ※1

スポーツマネジメント概論 2 2 ※1

スポーツ経営学概論 2  2 ○ ※1

スポーツ科学概論 2 2 ● ○ ※1

スポーツ指導者概論 2 2 ※1

アスリート概論 2 2 ※1

体力トレーニング概論 2 2 ● ※1

ＰＣⅠ 2 4

ＰＣⅡ 2 4

専門英語Ⅰ 2 2

専門英語Ⅱ 2 2

専門英語Ⅲ 2 2

海外研修Ⅰ 1

海外研修Ⅱ 1

海外留学１～２４ 24

スポーツ健康演習１ 2 2

スポーツ健康演習２ 2 2

スポーツ心理学Ⅰ 2 2 ● ◎

スポーツ生理学 2 2 ● ◎

スポーツ解剖学 2 2 ○

スポーツの倫理 2 2

スポーツ社会学 2 2 ○

水辺実習 1 2 ⦿

バイオメカニクスⅠ 2 2 ● ○

衛生学・公衆衛生学 2 2 ● ◎

スポーツ栄養学 2 2 ○

スポーツと法学 2 2

スポーツ統計法 2 2

バイオメカニクスⅡ 2 2 ○

スポーツ医学 2 2 ○

水泳・水中運動 1 2 ● ◎

発育発達論 2 2 ○

スポーツ健康演習３ 2 2

スポーツ健康演習４ 2 2

スポーツ健康演習５ 2 2

スポーツ健康演習６ 2 2

卒業研究 8 ○
他
学
科

関
連
科

目 専門共有科目１～２０ 20

専
門
学
術
科
目

（
共
通

）

専
門
基
礎
科
目

（
共
通

）

他学部・他学科の開設する専門
科目を20単位まで履修できる

2年次 3年次 4年次
保健
体育

中・高
保健
体育
教諭

※1印8科目（アスリート養成
コースは10科目）中4科目以
上を修得すること

日本人学生のみ必修とする(留学生は選択）
履修要件については別途定める

履修要件については別途定める

授業科目の名称

単位数 授業時間数

備考
必

修

選
択
必
修

選

択

自
己
開
発

1年次

専門教育科目（その２）

専攻 免許

前
期

後
期

前
期

後
期

前
期

後
期

前
期

後
期

サッカー 1 2 2 ◎

バレーボール 1 2 2 ◎ 前・後期どちらかを受講

ソフトボール 1 2 2

生理学 2 2 ● ◎

陸上競技 1 2 2 ● ◎

武道Ⅰ（柔道） 1 2 2 ◎ 前・後期どちらかを受講

武道Ⅱ（剣道） 1 2 2

ダンス・舞踊Ⅰ 1 2 ● ◎

スポーツ心理学Ⅱ 2 2 ○

スポーツ史 2 2 ○

体育教材論 2 2 ●

冬季実習 1 2 ⦿

野外実習 1 2  ⦿

コーチング論 2 2 2 ●

器械運動 1 2 ● ◎

スポーツ方法学 2 2 2 ○

学校保健 2 2 ● ◎

体つくり運動 1 2 ● ◎

バスケットボール 1 2 ◎

教職対策ゼミ１ 2 2

教職対策ゼミ２ 2 2

レクリエーションスポーツ論 2 2

レクリエーションスポーツ 1 2

スポーツ産業論 2 2

障害者スポーツ論 2 2 *

ゴルフ 1 2

テニス 1 2

スポーツ科学実習Ⅰ 1 2

スポーツ経営学 2 2

レクリエーション指導法実習 1 2

地域スポーツ経営論 2 2 2

エアロビック理論 2 2  

スポーツ科学実験 2 4

応用栄養学Ⅰ 2 2

運動処方論 2 2 2 ○

健康心理学 2 2 ○

生理心理学 2 2

疾病予防概論 2 2

スポーツ科学実習Ⅱ 1 2

エアロビックエクササイズ 1 2  

スポーツインターンシップ 2 4

健康運動特講Ⅰ 2 2

健康運動特講Ⅱ 2 2

健康運動指導実習 1 2

スポーツプログラマー実習 1 2  

スポーツ教育・コーチングコース必修, 他コース選択

スポーツ教育・コーチングコース必修, 他コース選択

健康マネジメントコース必修、他コース選択

健康マネジメントコース必修、他コース選択

専
門
学
術
科
目

（
健
康
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト

）

障害者スポーツ指導者（初級）資
格取得要件

専
門
学
術
科
目

（
ス
ポ
ー

ツ
教
育
・
コ
ー

チ
ン
グ

）

授業時間数

備考
必

修

選
択
必
修

選

択

自
己
開
発

1年次 2年次 3年次 4年次
保健
体育

中・高
保健
体育
教諭

授業科目の名称

単位数
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別表６　人間科学部　スポーツ健康学科　

スポーツ教育・コーチングコース, 健康マネジメントコース, アスリート養成コース

専門教育科目（その１）

専攻 免許

前
期

後
期

前
期

後
期

前
期

後
期

前
期

後
期

健康科学基礎論 2 2

スポーツ学基礎論 2 2 ◎

人間科学基礎演習 2 2

運動学概論 2  2 ● ◎ ※1

柔道整復学概論 2 2 ※1

スポーツマネジメント概論 2 2 ※1

スポーツ経営学概論 2  2 ○ ※1

スポーツ科学概論 2 2 ● ○ ※1

スポーツ指導者概論 2 2 ※1

アスリート概論 2 2 ※1

体力トレーニング概論 2 2 ● ※1

ＰＣⅠ 2 4

ＰＣⅡ 2 4

専門英語Ⅰ 2 2

専門英語Ⅱ 2 2

専門英語Ⅲ 2 2

海外研修Ⅰ 1

海外研修Ⅱ 1

海外留学１～２４ 24

スポーツ健康演習１ 2 2

スポーツ健康演習２ 2 2

スポーツ心理学Ⅰ 2 2 ● ◎

スポーツ生理学 2 2 ● ◎

スポーツ解剖学 2 2 ○

スポーツの倫理 2 2

スポーツ社会学 2 2 ○

水辺実習 1 2 ⦿

バイオメカニクスⅠ 2 2 ● ○

衛生学・公衆衛生学 2 2 ● ◎

スポーツ栄養学 2 2 ○

スポーツと法学 2 2

スポーツ統計法 2 2

バイオメカニクスⅡ 2 2 ○

スポーツ医学 2 2 ○

水泳・水中運動 1 2 ● ◎

発育発達論 2 2 ○

スポーツ健康演習３ 2 2

スポーツ健康演習４ 2 2

スポーツ健康演習５ 2 2

スポーツ健康演習６ 2 2

卒業研究 8 ○
他
学
科

関
連
科

目 専門共有科目１～２０ 20

専
門
学
術
科
目

（
共
通

）

専
門
基
礎
科
目

（
共
通

）

他学部・他学科の開設する専門
科目を20単位まで履修できる

2年次 3年次 4年次
保健
体育

中・高
保健
体育
教諭

※1印8科目（アスリート養成
コースは10科目）中4科目以
上を修得すること

日本人学生のみ必修とする(留学生は選択）
履修要件については別途定める

履修要件については別途定める

授業科目の名称

単位数 授業時間数

備考
必

修

選
択
必
修

選

択

自
己
開
発

1年次

専門教育科目（その２）

専攻 免許

前
期

後
期

前
期

後
期

前
期

後
期

前
期

後
期

サッカー 1 2 2 ◎

バレーボール 1 2 2 ◎ 前・後期どちらかを受講

ソフトボール 1 2 2

生理学 2 2 ● ◎

陸上競技 1 2 2 ● ◎

武道Ⅰ（柔道） 1 2 2 ◎ 前・後期どちらかを受講

武道Ⅱ（剣道） 1 2 2

ダンス・舞踊Ⅰ 1 2 ● ◎

スポーツ心理学Ⅱ 2 2 ○

スポーツ史 2 2 ○

体育教材論 2 2 ●

冬季実習 1 2 ⦿

野外実習 1 2  ⦿

コーチング論 2 2 2 ●

器械運動 1 2 ● ◎

スポーツ方法学 2 2 2 ○

学校保健 2 2 ● ◎

体つくり運動 1 2 ● ◎

バスケットボール 1 2 ◎

教職対策ゼミ１ 2 2

教職対策ゼミ２ 2 2

レクリエーションスポーツ論 2 2

レクリエーションスポーツ 1 2

スポーツ産業論 2 2

障害者スポーツ論 2 2 *

ゴルフ 1 2

テニス 1 2

スポーツ科学実習Ⅰ 1 2

スポーツ経営学 2 2

レクリエーション指導法実習 1 2

地域スポーツ経営論 2 2 2

エアロビック理論 2 2  

スポーツ科学実験 2 4

応用栄養学Ⅰ 2 2

運動処方論 2 2 2 ○

健康心理学 2 2 ○

生理心理学 2 2

疾病予防概論 2 2

スポーツ科学実習Ⅱ 1 2

エアロビックエクササイズ 1 2  

スポーツインターンシップ 2 4

健康運動特講Ⅰ 2 2

健康運動特講Ⅱ 2 2

健康運動指導実習 1 2

スポーツプログラマー実習 1 2  

スポーツ教育・コーチングコース必修, 他コース選択

スポーツ教育・コーチングコース必修, 他コース選択

健康マネジメントコース必修、他コース選択

健康マネジメントコース必修、他コース選択

専
門
学
術
科
目

（
健
康
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト

）

障害者スポーツ指導者（初級）資
格取得要件

専
門
学
術
科
目

（
ス
ポ
ー

ツ
教
育
・
コ
ー

チ
ン
グ

）

授業時間数

備考
必

修

選
択
必
修

選

択

自
己
開
発

1年次 2年次 3年次 4年次
保健
体育

中・高
保健
体育
教諭

授業科目の名称

単位数
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専門教育科目（その３）

専攻 免許

前
期

後
期

前
期

後
期

前
期

後
期

前
期

後
期

専門スポーツ方法論 2 2 ※1

競技者育成論 2 2 ※1

専門スポーツ実技１ 4 8

専門スポーツ実技２ 4 8

戦略論 2 2

プロスポーツ経営論 2 2

専門スポーツ実技３ 4 8

専門スポーツ実技４ 4 8

専門スポーツ実技５ 4 8

専門スポーツ実技６ 4 8

専門スポーツ実技７ 4 8

専門スポーツ実技８ 4 8

注１．

注２.

注３.

注４.

アスリート養成コース必修

アスリート養成コースに所属
する学生のみ履修できる

自己開発科目とは年間登録制限単位数（CAP制）に関係なく履修することができる科目であるが、卒業所定単位（124単位以上）には含ま
れない。各自の目的に沿って積極的に履修し、修得を目指すこと。

●保健体育専攻必修科目（卒業要件）、◎教職必修科目、⦿教職選択必修科目、○教職選択科目

保健体育教諭免許以外の免許・資格の受験資格を得るには、「スポーツ健康学科免許・資格取得科目一覧表」にある必修科目を修得の
こと。

「卒業研究」は３年半の就学期間を経た者のみ履修できる。

アスリート養成コース必修

4年次
保健
体育

中・高
保健
体育
教諭

専
門
基
礎
科
目

（
ア
ス
リ
ー

ト
養

成

）

専
門
学
術
科
目

（
ア
ス
リ
ー

ト
養
成

）

授業科目の名称

単位数 授業時間数

備考
必

修

選
択
必
修

選

択

自
己
開
発

1年次 2年次 3年次

柔道整復コース

専門教育科目（その４）

専攻 免許

前
期

後
期

前
期

後
期

前
期

後
期

前
期

後
期

健康科学基礎論 2 2

スポーツ学基礎論 2 2 ◎

人間科学基礎演習 2 2

運動学概論 2  2 ● ◎ ※1

柔道整復学概論 2 2

スポーツマネジメント概論 2 2

スポーツ経営学概論 2  2 ○

スポーツ科学概論 2 2 ● ○

スポーツ指導者概論 2 2

アスリート概論 2 2

体力トレーニング概論 2 2 ●

ＰＣⅠ 2 4

ＰＣⅡ 2 4

専門英語Ⅰ 2 2

専門英語Ⅱ 2 2

専門英語Ⅲ 2 2

海外研修Ⅰ 1

海外研修Ⅱ 1

海外留学１～２４ 24

スポーツ健康演習１ 2 2

スポーツ健康演習２ 2 2

スポーツ心理学Ⅰ 2 2 ● ◎

スポーツ生理学 2 2 ● ◎ ※1

スポーツ解剖学 2 2 ○ ※1

スポーツの倫理 2 2

スポーツ社会学 2 2 ○

水辺実習 1 2 ⦿

バイオメカニクスⅠ 2 2 ● ○ ※1

衛生学・公衆衛生学 2 2 ● ◎ ※2

スポーツ栄養学 2 2 ○

スポーツと法学 2 2

スポーツ統計法 2 2

バイオメカニクスⅡ 2 2 ○

スポーツ医学 2 2 ○

水泳・水中運動 1 2 ● ◎

発育発達論 2 2 ○

スポーツ健康演習３ 2 2

スポーツ健康演習４ 2 2

スポーツ健康演習５ 2 2

スポーツ健康演習６ 2 2

卒業研究 4 ○

卒業研究 8 ○

他
学
科

関
連
科

目 専門共有科目１～２０ 20

授業科目の名称

単位数 授業時間数

備考
必

修

選
択
必
修

選

択

自
己
開
発

1年次

他学部・他学科の開設する専門
科目を20単位まで履修できる

2年次 3年次 4年次
保健
体育

中・高
保健
体育
教諭

日本人学生のみ必修とする(留学生は選択）
履修要件については別途定める

履修要件については別途定める

※1印10科目から14単位以上
修得のこと

※2印7科目から12単位以上
修得のこと

どちらか一つを修得のこと。
履修要件については注4を参
照。

専
門
学
術
科
目

（
共
通

）

専
門
基
礎
科
目

（
共
通

）
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専門教育科目（その３）

専攻 免許

前
期

後
期

前
期

後
期

前
期

後
期

前
期

後
期

専門スポーツ方法論 2 2 ※1

競技者育成論 2 2 ※1

専門スポーツ実技１ 4 8

専門スポーツ実技２ 4 8

戦略論 2 2

プロスポーツ経営論 2 2

専門スポーツ実技３ 4 8

専門スポーツ実技４ 4 8

専門スポーツ実技５ 4 8

専門スポーツ実技６ 4 8

専門スポーツ実技７ 4 8

専門スポーツ実技８ 4 8

注１．

注２.

注３.

注４.

アスリート養成コース必修

アスリート養成コースに所属
する学生のみ履修できる

自己開発科目とは年間登録制限単位数（CAP制）に関係なく履修することができる科目であるが、卒業所定単位（124単位以上）には含ま
れない。各自の目的に沿って積極的に履修し、修得を目指すこと。

●保健体育専攻必修科目（卒業要件）、◎教職必修科目、⦿教職選択必修科目、○教職選択科目

保健体育教諭免許以外の免許・資格の受験資格を得るには、「スポーツ健康学科免許・資格取得科目一覧表」にある必修科目を修得の
こと。

「卒業研究」は３年半の就学期間を経た者のみ履修できる。

アスリート養成コース必修

4年次
保健
体育

中・高
保健
体育
教諭

専
門
基
礎
科
目

（
ア
ス
リ
ー

ト
養

成

）

専
門
学
術
科
目

（
ア
ス
リ
ー

ト
養
成

）

授業科目の名称

単位数 授業時間数

備考
必

修

選
択
必
修

選

択

自
己
開
発

1年次 2年次 3年次

柔道整復コース

専門教育科目（その４）

専攻 免許

前
期

後
期

前
期

後
期

前
期

後
期

前
期

後
期

健康科学基礎論 2 2

スポーツ学基礎論 2 2 ◎

人間科学基礎演習 2 2

運動学概論 2  2 ● ◎ ※1

柔道整復学概論 2 2

スポーツマネジメント概論 2 2

スポーツ経営学概論 2  2 ○

スポーツ科学概論 2 2 ● ○

スポーツ指導者概論 2 2

アスリート概論 2 2

体力トレーニング概論 2 2 ●

ＰＣⅠ 2 4

ＰＣⅡ 2 4

専門英語Ⅰ 2 2

専門英語Ⅱ 2 2

専門英語Ⅲ 2 2

海外研修Ⅰ 1

海外研修Ⅱ 1

海外留学１～２４ 24

スポーツ健康演習１ 2 2

スポーツ健康演習２ 2 2

スポーツ心理学Ⅰ 2 2 ● ◎

スポーツ生理学 2 2 ● ◎ ※1

スポーツ解剖学 2 2 ○ ※1

スポーツの倫理 2 2

スポーツ社会学 2 2 ○

水辺実習 1 2 ⦿

バイオメカニクスⅠ 2 2 ● ○ ※1

衛生学・公衆衛生学 2 2 ● ◎ ※2

スポーツ栄養学 2 2 ○

スポーツと法学 2 2

スポーツ統計法 2 2

バイオメカニクスⅡ 2 2 ○

スポーツ医学 2 2 ○

水泳・水中運動 1 2 ● ◎

発育発達論 2 2 ○

スポーツ健康演習３ 2 2

スポーツ健康演習４ 2 2

スポーツ健康演習５ 2 2

スポーツ健康演習６ 2 2

卒業研究 4 ○

卒業研究 8 ○

他
学
科

関
連
科

目 専門共有科目１～２０ 20

授業科目の名称

単位数 授業時間数

備考
必

修

選
択
必
修

選

択

自
己
開
発

1年次

他学部・他学科の開設する専門
科目を20単位まで履修できる

2年次 3年次 4年次
保健
体育

中・高
保健
体育
教諭

日本人学生のみ必修とする(留学生は選択）
履修要件については別途定める

履修要件については別途定める

※1印10科目から14単位以上
修得のこと

※2印7科目から12単位以上
修得のこと

どちらか一つを修得のこと。
履修要件については注4を参
照。

専
門
学
術
科
目

（
共
通

）

専
門
基
礎
科
目

（
共
通

）
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専門教育科目（その５）

専攻 免許

前
期

後
期

前
期

後
期

前
期

後
期

前
期

後
期

サッカー 1 2 2 ◎

バレーボール 1 2 2 ◎ 前・後期どちらかを受講

ソフトボール 1 2 2

生理学 2 2 ● ◎ ※1

陸上競技 1 2 2 ● ◎

武道Ⅱ（剣道） 1 2 2

ダンス・舞踊Ⅰ 1 2 ● ◎

スポーツ心理学Ⅱ 2 2 ○

スポーツ史 2 2 ○

体育教材論 2 2 ●

冬季実習 1 2 ⦿

野外実習 1 2  ⦿

コーチング論 2 2 ●

器械運動 1 2 ● ◎

スポーツ方法学 2 2 ○

学校保健 2 2 ● ◎

体つくり運動 1 2 ● ◎

バスケットボール 1 2 ◎

教職対策ゼミ１ 2 2

教職対策ゼミ２ 2 2

レクリエーションスポーツ論 2 2

レクリエーションスポーツ 1 2

スポーツ産業論 2 2

障害者スポーツ論 2 2 *

ゴルフ 1 2

テニス 1 2

スポーツ科学実習Ⅰ 1 2

スポーツ経営学 2 2

レクリエーション指導法実習 1 2

地域スポーツ経営論 2 2

エアロビック理論 2 2  

スポーツ科学実験 2 4

応用栄養学Ⅰ 2 2

運動処方論 2 2 ○

健康心理学 2 2 ○

生理心理学 2 2

疾病予防概論 2 2

スポーツ科学実習Ⅱ 1 2

エアロビックエクササイズ 1 2  

スポーツインターンシップ 2 4

健康運動特講Ⅰ 2 2

健康運動特講Ⅱ 2 2

健康運動指導実習 1 2

スポーツプログラマー実習 1 2  

授業科目の名称

単位数 授業時間数

備考
必

修

選
択
必
修

選

択

自
己
開
発

1年次 2年次 3年次 4年次
保健
体育

中・高
保健
体育
教諭

専
門
学
術
科
目

（
ス
ポ
ー

ツ
教
育
・
コ
ー

チ
ン
グ

）

専
門
学
術
科
目

（
健
康
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト

）

前・後期どちらかを受講

障害者スポーツ指導者（初級）資
格取得要件

専門教育科目（その６）

専攻 免許

前
期

後
期

前
期

後
期

前
期

後
期

前
期

後
期

人体の構造と機能Ⅰ 2 2 ○ ※1

人体の構造と機能Ⅱ 2 2 ※1

人体の構造と機能Ⅲ 2 2 ※1

生理学実習 1 2 ※1

解剖学実習 1 2 ※1

病理学 2 2 ※2

一般臨床医学 2  2 ※2

免疫学 2 2  ※2

外科学概論 2 2 ※2

整形外科学 2 2  ※2

リハビリテーション医学 2 2 ※2

社会福祉 2 2 ※3

柔道整復関係法規 2 2 ※3

柔道Ⅰ 2 2 2 ◎ ※3

柔道Ⅱ 2 2 2 ※3

柔道Ⅲ 1 2 ※3

職業倫理と社会保障 2 2

柔道整復学総論Ⅰ 2 2

柔道整復学総論Ⅱ 2 2

柔道整復学各論Ⅰ 2 2

柔道整復学各論Ⅱ 2 2

柔道整復学各論Ⅲ 2 2

柔道整復学各論Ⅳ 2 2

柔道整復学各論Ⅴ 2 2

柔道整復学各論Ⅵ 2 2

柔道整復学各論Ⅶ 2 2

柔道整復学各論Ⅷ 2 2

柔道整復実技Ⅰ 2 4

柔道整復実技Ⅱ 2 4

柔道整復実技Ⅲ 2 4

柔道整復実技Ⅳ 2 4

柔道整復実技Ⅴ 2 4

柔道整復実技Ⅵ 2 4

柔道整復実技Ⅶ 2 4

柔道整復実技Ⅷ 1 2

臨床実習Ⅰ 2 6

臨床実習Ⅱ 2 6

包帯固定法Ⅰ 1 2

包帯固定法Ⅱ 1 2

柔道整復特講Ⅰ 4 4

柔道整復特講Ⅱ 4 4

柔道整復特講Ⅲ 4 4

柔道整復特講Ⅳ 4 4

柔道整復特講Ⅴ 4 4

注１．

注２.

注３.

注４.

保健
体育

中・高
保健
体育
教諭

選

択

自
己
開
発

1年次
授業科目の名称

単位数 授業時間数

専
門
学
術
科
目

（
柔
道
整
復

）

※1印10科目から14単位以上
修得のこと

※2印7科目から12単位以上
修得のこと

※3印5科目から8単位以上修
得のこと

国家試験対策講座

●保健体育専攻必修科目（卒業要件）、◎教職必修科目、⦿教職選択必修科目、○教職選択科目

保健体育教諭免許以外の免許・資格の受験資格を得るには、「スポーツ健康学科免許・資格取得科目一覧表」及び「スポーツ健康学科
柔道整復コース柔道整復師国家試験受験資格取得に必要な授業科目及び単位数」にある必修科目を修得のこと。

「卒業研究」は３年半の就学期間を経た者のみ履修できる。柔道整復コースの学生はスポーツ健康演習3〜6を履修した場合にのみ、「卒
業研究」（8単位）の履修を認める。なお、「卒業研究」（4単位）と「卒業研究」（8単位）の両方の履修は認めない。

2年次 3年次 4年次

自己開発科目とは年間登録制限単位数（CAP制）に関係なく履修することができる科目であるが、卒業所定単位（124単位以上）には含ま
れない。各自の目的に沿って積極的に履修し、修得を目指すこと。

備考
必

修

選
択
必
修

－40－



専門教育科目（その５）

専攻 免許

前
期

後
期

前
期

後
期

前
期

後
期

前
期

後
期

サッカー 1 2 2 ◎

バレーボール 1 2 2 ◎ 前・後期どちらかを受講

ソフトボール 1 2 2

生理学 2 2 ● ◎ ※1

陸上競技 1 2 2 ● ◎

武道Ⅱ（剣道） 1 2 2

ダンス・舞踊Ⅰ 1 2 ● ◎

スポーツ心理学Ⅱ 2 2 ○

スポーツ史 2 2 ○

体育教材論 2 2 ●

冬季実習 1 2 ⦿

野外実習 1 2  ⦿

コーチング論 2 2 ●

器械運動 1 2 ● ◎

スポーツ方法学 2 2 ○

学校保健 2 2 ● ◎

体つくり運動 1 2 ● ◎

バスケットボール 1 2 ◎

教職対策ゼミ１ 2 2

教職対策ゼミ２ 2 2

レクリエーションスポーツ論 2 2

レクリエーションスポーツ 1 2

スポーツ産業論 2 2

障害者スポーツ論 2 2 *

ゴルフ 1 2

テニス 1 2

スポーツ科学実習Ⅰ 1 2

スポーツ経営学 2 2

レクリエーション指導法実習 1 2

地域スポーツ経営論 2 2

エアロビック理論 2 2  

スポーツ科学実験 2 4

応用栄養学Ⅰ 2 2

運動処方論 2 2 ○

健康心理学 2 2 ○

生理心理学 2 2

疾病予防概論 2 2

スポーツ科学実習Ⅱ 1 2

エアロビックエクササイズ 1 2  

スポーツインターンシップ 2 4

健康運動特講Ⅰ 2 2

健康運動特講Ⅱ 2 2

健康運動指導実習 1 2

スポーツプログラマー実習 1 2  

授業科目の名称

単位数 授業時間数

備考
必

修

選
択
必
修

選

択

自
己
開
発

1年次 2年次 3年次 4年次
保健
体育

中・高
保健
体育
教諭

専
門
学
術
科
目

（
ス
ポ
ー

ツ
教
育
・
コ
ー

チ
ン
グ

）

専
門
学
術
科
目

（
健
康
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト

）

前・後期どちらかを受講

障害者スポーツ指導者（初級）資
格取得要件

専門教育科目（その６）

専攻 免許

前
期

後
期

前
期

後
期

前
期

後
期

前
期

後
期

人体の構造と機能Ⅰ 2 2 ○ ※1

人体の構造と機能Ⅱ 2 2 ※1

人体の構造と機能Ⅲ 2 2 ※1

生理学実習 1 2 ※1

解剖学実習 1 2 ※1

病理学 2 2 ※2

一般臨床医学 2  2 ※2

免疫学 2 2  ※2

外科学概論 2 2 ※2

整形外科学 2 2  ※2

リハビリテーション医学 2 2 ※2

社会福祉 2 2 ※3

柔道整復関係法規 2 2 ※3

柔道Ⅰ 2 2 2 ◎ ※3

柔道Ⅱ 2 2 2 ※3

柔道Ⅲ 1 2 ※3

職業倫理と社会保障 2 2

柔道整復学総論Ⅰ 2 2

柔道整復学総論Ⅱ 2 2

柔道整復学各論Ⅰ 2 2

柔道整復学各論Ⅱ 2 2

柔道整復学各論Ⅲ 2 2

柔道整復学各論Ⅳ 2 2

柔道整復学各論Ⅴ 2 2

柔道整復学各論Ⅵ 2 2

柔道整復学各論Ⅶ 2 2

柔道整復学各論Ⅷ 2 2

柔道整復実技Ⅰ 2 4

柔道整復実技Ⅱ 2 4

柔道整復実技Ⅲ 2 4

柔道整復実技Ⅳ 2 4

柔道整復実技Ⅴ 2 4

柔道整復実技Ⅵ 2 4

柔道整復実技Ⅶ 2 4

柔道整復実技Ⅷ 1 2

臨床実習Ⅰ 2 6

臨床実習Ⅱ 2 6

包帯固定法Ⅰ 1 2

包帯固定法Ⅱ 1 2

柔道整復特講Ⅰ 4 4

柔道整復特講Ⅱ 4 4

柔道整復特講Ⅲ 4 4

柔道整復特講Ⅳ 4 4

柔道整復特講Ⅴ 4 4

注１．

注２.

注３.

注４.

保健
体育

中・高
保健
体育
教諭

選

択

自
己
開
発

1年次
授業科目の名称

単位数 授業時間数

専
門
学
術
科
目

（
柔
道
整
復

）

※1印10科目から14単位以上
修得のこと

※2印7科目から12単位以上
修得のこと

※3印5科目から8単位以上修
得のこと

国家試験対策講座

●保健体育専攻必修科目（卒業要件）、◎教職必修科目、⦿教職選択必修科目、○教職選択科目

保健体育教諭免許以外の免許・資格の受験資格を得るには、「スポーツ健康学科免許・資格取得科目一覧表」及び「スポーツ健康学科
柔道整復コース柔道整復師国家試験受験資格取得に必要な授業科目及び単位数」にある必修科目を修得のこと。

「卒業研究」は３年半の就学期間を経た者のみ履修できる。柔道整復コースの学生はスポーツ健康演習3〜6を履修した場合にのみ、「卒
業研究」（8単位）の履修を認める。なお、「卒業研究」（4単位）と「卒業研究」（8単位）の両方の履修は認めない。

2年次 3年次 4年次

自己開発科目とは年間登録制限単位数（CAP制）に関係なく履修することができる科目であるが、卒業所定単位（124単位以上）には含ま
れない。各自の目的に沿って積極的に履修し、修得を目指すこと。

備考
必

修

選
択
必
修

－41－


